
令和５年度

第１回 高山市学校給食食物アレルギー対応委員会

日時：令和５年５月２９日（月） 午後１時３０分～

場所：高山市役所２階 ２０３会議室

１ 開 会

２ 委嘱状交付

３ あ い さ つ

４ 高山市学校給食食物アレルギー対応委員会について 資料１

５ 委員長及び副委員長の選出

６ 報告・意見交換

報告１ 学校給食における食物アレルギーの対応状況について 資料２

報告２ 学校給食における食物アレルギー専用ホットラインの試験運用終了に伴う

対応について 資料３

・「健康・医療相談ダイヤル２４」の活用

・「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」の活用

・食物アレルギー緊急時対応マニュアルの活用

報告３ 学校における対応について

・給食主任向けアンケート調査より 資料４

【意見交換】

①誤食の危険がある食べられない代替食について

７ そ の 他

８ 閉 会



高山市学校給食食物アレルギー対応委員会の概要

１ 名 称 高山市学校給食食物アレルギー対応委員会

２ 設置目的 学校給食における食物アレルギー対応及び学校生活における食物ア

レルギー症状発症時の対応等について協議し、アレルギー疾患のある

児童生徒の学校生活を安全・安心なものにすることを目的とする。

３ 設置根拠 設置要綱の制定（令和３年１２月２８日決裁、別添参照）

４ 所掌事項 (1) 学校給食における食物アレルギー対応方針に関すること

(2) 学校給食における食物アレルギー対応マニュアルに関すること

(3) その他学校給食における食物アレルギー対応に関すること

５ 構 成 １０人以内とし、次に掲げる者の中から教育委員会が委嘱または任命

する。

(1) 学校関係者

(2) 栄養教諭・学校栄養職員

(3) 医療関係者

(4) 児童・生徒の保護者

(5) 消防機関関係者

(6) 保育関係者

(7) その他教育委員会が必要と認める者

【主な取り組み】

・学校給食における食物アレルギー対応の基本方針の検討
・給食提供にあたってのマニュアルの検討
・医師会や消防署など関係機関との連携体制の整備
・事故及びヒヤリハットの情報共有と改善策の検討
・食物アレルギーに関する研修会など学習機会の提供

【構成メンバー：９人体制】

№ メンバー 分類 選出方法

１ 学校長の代表 (1) 市校長会に推薦を依頼

２ 養護教諭の代表 (1) 市教研養教部会に推薦を依頼

３ 栄養教諭・学校栄養職員の代表 (2) 市教研栄養部会に推薦を依頼

４ 小児アレルギー専門医 (3) 高山赤十字病院小児科医師

５ 学校医の代表 (3) 高山市学校保健会に推薦を依頼

６ ＰＴＡの代表 (4) 市Ｐ連に推薦を依頼

７
食物アレルギー疾患のある

児童・生徒の保護者代表
(4)

患者会（ひだっ子アレルギーの会）

に推薦を依頼

８ 高山消防署職員 (5) 高山消防署に推薦を依頼

９ 保育園・学童保育関係者 (6) 子育て支援課に推薦を依頼

資料１



６ 役 員 等 構成メンバーの互選により委員長１名、副委員長１名を選出する。

委員長は会議の議長となる。（委員長が不在の時は副委員長が代行）

７ 任 期 構成員の任期は１年間で、再任を妨げない。

構成員が欠けた場合は補欠の委員を委嘱するものとする。

８ 会 議 必要に応じて開催する。（年１回以上開催するものとする。）

出席委員数による会議の成立要件等は定めない。

構成員以外の有識者等を会議に出席させることができる。

９ 庶 務 委員会の庶務は教育委員会事務局教育総務課（学校給食センター）

において処理する。

10 そ の 他 会議の出席に対し、責任ある発言を求めるため、また、民間企業に

勤める者等でも委員会に出席しやすくするため、会議の出席に際し謝

礼等を支払う。ただし、(1)学校関係者、(2) 栄養教諭・学校栄養職員

及び(5)消防機関関係者には支給しない。(6)保育関係者については、

公務員以外が構成員となった場合、謝礼を支払う。
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資料２

食物アレルギー対応マニュアルより抜粋

はじめに・・・

令和３年５月２５日、高山市学校給食センター
が配食した給食メニュー「コーンスープ」の乳ア
レルギー対応除去食に、誤って乳成分が混入
したものを、乳アレルギーの児童・生徒に提供
する事故が発生。

マニュアルｐ1

命にかかわる重大な事故。
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事故を受けて・・・

「給食対応検討会」を継続的に実施。学校関係
職員、消防関係職員、アレルギー専門医、保護
者が参加。

その中で「高山市の学校給食における食物アレ
ルギー対応マニュアル」を作成。

令和４年度よりマニュアルに基づいた対応を
行っている。

マニュアルｐ1

食物アレルギー対応マニュアルより抜粋

基本方針

すべての児童生徒が給食時間を安全に、かつ
楽しんで過ごせることを目指す。

マニュアルｐ2

安全性を最優先し、教育委員会、学校、保護者、
医療関係者、消防等関係機関が相互に連携し
ながら組織的に取り組む。

食物アレルギー対応マニュアルより抜粋
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大原則

n食物アレルギーを有する児童生徒にも、給食を提供
する。そのためにも、安全性を最優先とする。

n食物アレルギー対応委員会により、組織的に行う。

n医師の診断による「学校生活管理指導表」に基づき
行う。

n安全確保のため、原因食物の完全除去対応（提供
するかしないか）を原則とする。

n学校及び学校給食センターの施設設備、人員等を
鑑み無理な（過度に複雑な）対応はしない。

マニュアルｐ2

食物アレルギー対応マニュアルより抜粋

【R3年度までの方法】通常食と対応食の選択制

保護者が食べるか食べないかを献立ごとに判断していた。

「このくらいなら食べられるだろう・・・」

　　　　　　　　　　　　　　→アレルギー症状が発症する事例あり

学校生活管理指導票に基づいた完全除去

【R4年度からの対応】常に対応食を提供する　

国のガイドライン等で示された「学校給食における完全除去
対応」の方針に基づき、安全性を重視。
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給食で提供しない食品
そば、あわび、いくら、
くるみ、カシューナッツ、
生キウイフルーツ、
生マンゴー、やまいも、
まつたけ、えごま

対応内容の明文化

アレルギー対応食を
提供する食品
①飲用牛乳
②乳成分
③卵
④えび・かに
⑤いか・たこ
⑥ごま
⑦魚
⑧アーモンド
⑨魚卵
（たらこ、ししゃも、わかさぎ、あゆ）

ピーナッツ
(令和５年度より追加）

アレルギー対応食用 通常食用

対応の「見える化」

アレルギー対応食用のピンク色の食器を導入（小学校）

・お代わりの際の誤食を防止

・周りの児童の意識向上など

通常食用
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n乳アレルギー対応パンの導入（R4年度から）

n通常食においても、なるべくアレルギー原因食材が
入っていないものを使用
例：パン粉に代わり大豆を使用した揚げ物、
　　小麦を使用していないカレールー、
　　乳・卵を使用していないベーコン・ハムなど
なるべく他の児童生徒と同じものを食べられるように

n代替食の多様化

○○小　１年１組
●●　●●

アレルギー対応食の工夫

n給食センターで対応している人数（国府小中を含む）
・飲用牛乳 149名 （144名）

・乳成分 88名 （90名）

・卵 133名 （125名）

・えびかに 49名 （52名）

・いかたこ 42名 （48名）

・ごま 23名 （29名）

・魚 15名 （18名）

・アーモンド 72名 （64名）

・ピーナッツ － （84名）

・魚卵 30名 （25名）

総数 608名 （686名）

実人数 281名 （290名）

令和５年度のアレルギー対応人数

（　）内は昨年度人数

全児童生徒の

約4.35％
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毎月の対応のながれ

1. センターから保護者へ学校を通じて献立に関する
書類を配付
「献立明細表」「対応食一覧表」「加工品原材料一
覧表」「こんだて対応表」

2. 保護者が「こんだて対応表」に対応を記載して学
校へ提出
センター対応・・・９つの分類の対応
個別の対応・・・センターで対応食を提供していな
いアレルギー原因食材についての対応

3. 各学校において、センターから配付する「アレル
ギー対応食一覧表【学校一覧】」に、個別の対応
を追記する。
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保護者へ配付する書類

保護者へ配付する書類
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保護者へ配付する書類

保護者が対応を記入

×除

×コロッケ×弁 ×弁
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学校での確認

センター対応が記載された一覧表に、保護者が記入した個
別の対応を追記
・センター対応がない食材にアレルギーがある場合
・代替食が別のアレルギーで食べられない場合
　　　　　　　　　　　　　　→家庭から一部弁当を持参する

毎日の対応のながれ

【給食センター】

対応食を調理し、個別に包装して名札を付ける

各クラスの食缶へ貼付して配送

【家庭】

当日のアレルギー対応について

保護者と児童生徒が確認

必要に応じて一部弁当を準備

今日の給食の「さかな」や
「コロッケ」は食べずに、
弁当を食べるんだね！
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毎日の対応のながれ

【学校】

n 朝・・・家庭からの弁当持参について確認（職員室）

n 昼・・・センターから対応食が届いているか確認（配

膳室）

対応食を届ける児童・生徒を確認し、対応食が不要

の場合は取り除く

n 配膳時・・・こんだて対応表を再確認し、弁当や対応

食の配膳についてチェック（教室）
対応食は最初に児童生徒に配膳する

アレルギー対応食用ピンク食器を使用（小学校のみ）

n 喫食時・・・お代わりによる誤食がないように注意

対応食の調理（除去食）

●かきたま汁
（通常食）

かきたま汁の卵を入れる前に取り分ける

●卵なしの汁
（除去食）
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対応食の調理（代替食）

• 豆腐ハンバーグ

（魚アレルギーに対応）

• 白身魚のフライ

アレルギー原因食品が取り除けない場合、
代替食を提供する

アレルギー対応食専用の調理器具等

通常食と別の調理器具を使用

通常食の調理とエプロンの色を分けて作業時も「見える化」
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コンタミネーションの防止

アレルギー対応食の作業スペースを区切って、混入を防ぐ

氏名

氏名

一人分ずつ名札を付けて個包装

学校名、クラス、名前、対応内容を記載
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✔

✔

✔

✔

誤りがないか、２名体制でチェック

クラスの食缶のふたに貼付

氏
名
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n毎日の調理業務における、２重・３重のチェック体制

n調理員を対象とした研修会の実施

n調理場内におけるヒヤリハット事例の共有

n学校現場との情報共有

n学校における全職員を対象にしたアレルギー研修

n学校における対応状況についてのアンケート実施

安全性の最優先

今後も安心・安全な学校給食の提供をします



学校給食における食物アレルギー専用ホットラインの試験運用終了に伴う対応について

１ 食物アレルギー専用ホットラインの利用実績

事業主体 高山赤十字病院（小児科）

開設期間 令和３年７月６日～令和５年３月３１日まで

開設時間 平日 １２：３０～１４：３０（２時間限定）

目 的 ・学校現場における食物アレルギーに対する意識や対応力をサポー

トし啓蒙に貢献する（現場の過剰な不安を取り除く）

・救急車の適正利用に寄与する

利用実績 別紙１及び別紙２のとおり

２ 今後の食物アレルギーに関する相談窓口について

（１）「健康・医療相談ダイヤル２４」の活用

・開設主体 高山市、飛騨市、白川村

・利用方法 フリーダイヤル ０１２０－５４－７８３０へダイヤル

公衆電話からの利用不可

・そ の 他 食物アレルギー専用の相談窓口ではないが、相談内容に応じて看

護師や医師等専門スタッフから健康や医療に関し幅広いアドバ

イスが受けられる。

２４時間３６５日利用可能なフリーダイヤル。

フリーダイヤル ０１２０－５４－７８３０（いつでもよるでも、なやみゼロ）

（２）学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）の活用

・アレルギー疾患を有する児童生徒の情報が記載された「学校生活管理指導表（アレ

ルギー疾患用）」に記載の「連絡医療機関」に電話し、適切な処置法などの指

導・相談をする。

３ 食物アレルギー緊急時対応マニュアル（岐阜県作成）の活用について

学校給食時間等において、食物アレルギー症状が発症した時は、食物アレルギー

緊急時対応マニュアル中、「Ｅ 症状チェックシート」に基づき対応する。

資料３



高山市内小中学校において食物アレルギーを疑われ
高山赤十字病院受診に至った症例推移

2020年度
(R2年度)

2021年度
（R3年度）

2022年度
(R4年度)

受診数 ７＋α※１
うち 1名学童保育より

９＋α※１
うち１名学童保育より

２

救急搬送 ４ (16) ７ (19) 0 (22)

エピペン
使用

１ (9) ３ (10) ０ (8)

入院 ４
（同じ献立 くるみ２）

５
（同じ献立 乳２）

0

救命センター
入院

１
カシューナッツ

２
乳

０

新規発症
５

カシューナッツ １

くるみ ４

ねりごま１
（もやし １）

（くるみ学童 １）

0

Hotline
利用

― 年度途中から９ 1４

※１ 当院通院中で退院対応していただいた ( )は岐阜県内症例数、下記参考

令和４年度受診の 2例

①食物無関係、運動による蕁麻疹の診断で点滴帰宅。

②原因不明、乳誤接触の可能性や片目を擦った刺激と推測。点眼のみで帰宅。

令和４年度 hotline１４例の最終的診断は

①食物アレルギーによる症状 ２例

②食物アレルギー疑いが残るもの 2例

他 10例は、特発性蕁麻疹、慢性蕁麻疹、接触性皮膚炎、運動でのほてり、誤食のみなど。

（参考） 岐阜県内小中学校において食物アレルギー搬送件数

R２年 R3年 R４年

救急搬送 16 19 22

エピぺン使用 ９ 10 ８

※岐阜県教育委員会体育健康課資料より

別紙１



令和４年度 食物アレルギー専用ホットライン利用実績

（令和４年４月～令和５年３月）

№ 月日 学校区分 症 状 等 対 応 等

1 4 月 26 日 小学校 ・給食後、軽いアレルギー様症状
を発症（新規発症疑い？）

内服後、後日受診相談の
み。

２ 5月 13 日 小学校
（2年生）

・給食後の昼休みに、アレルギー
歴のない児童に全身の蕁麻疹など
アレルギー症状が出現

・病院を受診し点滴をうけ
帰宅、食物無関係で運動に
よる蕁麻疹。

３
4 5 月 16 日

小学校
（3年生）
（5年生）

・給食後、乳アレルギーの児童2名
が口の周りのかゆみなどを訴え
る。

・保健室で容態を観察し、
回復（トマトソース付着に
よる接触性皮膚炎）

5 6 月 2日 小学校
（2年生）

・アレルギー対応のない児童がゼ
リーあえを喫食し、喉に違和感を
訴える

・かかりつけ医を受診し帰
宅

6 6 月 3日 小学校
（6年生）

・イカに食物アレルギーのある児
童に代替食のチキンナゲットが提
供されていたが、代替食に気づか
ず通常食の「いかフリッター」を
誤って喫食。

・喉の違和感を訴えたが、
内服で症状が回復

7 6 月 6日 小学校
（3年生）

・給食後、乳アレルギーの児童が
口の周りのかゆみなどを訴える。

・保健室で容態を観察し、
回復（もともと慢性蕁麻
疹）

8 7 月７日 小学校
（1年生）

・給食中、アレルギー歴のない児
童が喉に違和感を訴える。

・喫食を止め、状態を観察
（後日、医療機関を受診
し、魚のアレルギーと診
断）

9 7 月 14 日 小学校
・乳アレルギーのある児童が給食
後目のかゆみを訴える。（乳成分
に触れた可能性あり）

・学校で冷却と内服を行
い、保護者と病院を受診
し、処方で帰宅

10 8 月 26 日 小学校
（3年生）

・エピペンを所持する児童が、給
食後の昼休みに体を動かしていた
ら、全身にかゆみを訴えた。

・内服し容態を観察（1 時
間ほどで回復）

11 ９月９日 小学校
（6年生）

・小麦アレルギーのある児童が、
給食後、足に数カ所の蕁麻疹が出
現し、のどの痛みを訴えた。

・内服を行い、容態を観
察。30 分程度で回復した
が、その後の対応について
ホットラインで相談。

12 11 月 16 日 中学校
（2年生）

・ごまアレルギーの生徒に除去食
が提供されていたが、通常食を誤
って喫食。

・症状はなく、念のため内
服し体調を観察（異常な
し）

13 1 月末頃 中学校
(1 年生)

乳アレルギー。通常食パンプキン
スープの誤配膳でパンをスープに
浸して一口食べた。無症状。

安全量 80mL の生徒のため
経過観察のみとした。

14 3 月 17 日 小学校
(5 年生)

体育後、気分不良、顔のみ蕁麻疹
があり早退。落ち着いていた。日
頃から顔面発赤でることがあり精
査希望、学校からホットライン番
号を教わり母から電話があった。

アトピー性皮膚炎での定期
受診が中断されていたた
め、定期受診再開を勧め
た。

別紙２



令和５年５月　食物アレルギー対応に関する学校アンケート結果

小
中

ｾﾝﾀｰ
昨年度末で高山赤十字病院の実施する食物アレルギ
ーホットラインが終了したことに伴い、困っていることや
工夫していることはありますか。

４月３日に行った市内全校対象のオンラインアレルギー
研修について、感想や今後希望される研修内容等につ
いてご意見をお聞かせください。

給食センターのアレルギー対応についてご意見をお聞
かせください。

1 小 一之宮 飛騨地域フリーダイヤルの番号を各教室に掲示し
ています。

特に無し

2 小 高山 現在のところは、ありません。 同様の内容、既に知っている内容であっても毎年
聞くことで、気持ちが新たになりいざという時の行
動に繋がると思う。実際にあった事例という内容に
緊迫感があった。今後も日頃学校として取り組むこ
とは勿論、いざという時にすぐに対応できることを
内容にしてほしい。

一人一人に対応していただきありがたいです。今
後も同様にお願いしたいです。

3 小 高山 特にありません。
4月のアレルギー研修で川尻先生より、何かあれ
ば日赤にかけても良いと言っていただけて、安心
しました。

直接医師からご指導をいただけて、大変勉強にな
りました。毎年お願いしたいです。

なるべくアレルゲンの使用を控えていただけると助
かります。

4 小 高山 特にありませんが、食物アレルギーを持っている児
童の症状や対応、かかりつけ医について、職員間
での共有を徹底できるように工夫していきたいと思
います。

毎年、行っていただきたいです。 いつもありがとうございます。
ピーナッツの提供中止やピンクのお皿など、様々
な工夫をしていただいているので、学校でも安全な
給食の時間を過ごすことができています。

5 小 高山 利用したことはありませんでしたが、なくなってしま
うといざという時の相談ができないので不安に思っ
てしまいます。

定期的に実施していただけて、助かっています。 様々なアレルギーに対応されて、ありがたく思いま
す。

6 小 高山 困っていることは今のところありません。「健康相談
ダイヤル24」が窓口であることを全職員に周知し、
症状チェックシートにも電話番号を記載しました。

大変有意義な研修となりました。エピペンを使うと
きは「ぐーぽんぴたかち」など、意識に残りやすい
言葉で教えてくださりました。日々たくさんの症例を
診ていらっしゃる川尻医師からお話を聴く機会は大
変ありがたいなと感じます。

大きなセンターなので、対応には限界があると理解
します。アレルギーを有するお子さんが増える中、
日々の対応ありがとうございます。

7 小 高山 今のところありません。代わりに頼れるところを教
えていただけたので、心の支えになっています。

市内の全職員が同じ知識を共有し、意識を高くアレ
ルギー対応に当たれるので、とても良いと思いまし
た。来年度もぜひお願いしたいです。

細やかに対応してくださっており、ありがたいです。

資料４
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小
中

ｾﾝﾀｰ
昨年度末で高山赤十字病院の実施する食物アレルギ
ーホットラインが終了したことに伴い、困っていることや
工夫していることはありますか。

４月３日に行った市内全校対象のオンラインアレルギー
研修について、感想や今後希望される研修内容等につ
いてご意見をお聞かせください。

給食センターのアレルギー対応についてご意見をお聞
かせください。

8 小 高山 アレルギー対応の講習会を増やした。 丁寧にやっていただきありがたかった。 完全除却ということで、保護者からの対応をセンタ
ーに返さなくて良くなり、学校の事務手間は減った
が、学校と家庭との対応は増えて、緊張感はある
。

9 小 高山 ホットラインは、昨年度は対応に迷った時に相談さ
せていただき大変ありがたかったです。今年度は
ホットラインが終了ということで心配な面もあります
が、困ったり迷ったりした時は管理表の緊急連絡
先医療機関か、つながらなければ高山赤十字病
院小児科に相談したいと思っています。

年度初めに全職員が研修することで、その後校内
でアレルギーについて職員に研修するときも、4月
に教わった内容がベースにあるので理解や周知が
しやすくありがたいです。

新しいシステムになってから、シンプルで分かりや
すくなったと思います。

10 小 高山 特にありません。 職員全員で研修を受けることで、共通理解ができ、
とてもよかった。また、対応の仕方についても話す
ことができ、色々な場面を想定して考えることがで
きた。

いつも、丁寧に対応して頂いているので、ありがた
いです。

11 小 高山 現在のところは大丈夫です。 今後も、基本的な対応のしかたを繰り返し教えてい
ただくと、事前に防止でき、何か起きたときも適切
な対応ができると思います。

児童の症状に合わせた対応を丁寧にしてくださり
ありがとうございます。
症状に合わせた対応は大変だと思いますが、セン
ターのみなさんのおかげで、どの子も安心して給食
を食べることができ、感謝しています。

12 小 高山 アレルギー対応のある児童の給食が準備できたら
、担任が確認し、職員室へ連絡するなど二重チェッ
クを行なっている。

チェックシートに記録をしっかり取ること、学校全体
でアレルギー対応児童のことをしっかり把握してお
くことが大切だと確認した。

丁寧に対応してくださり、ありがとうございます。

13 小 清見 アレルギーホットラインがあることで、職員の中でも
安心できていたため、緊急時に頼るところがあって
ほしいという思いがあります。高山市の２４時間対
応ホットラインの活用や、救急車要請時に処置の
仕方を相談できることを周知しています。

年度初めに全職員に向けて研修をしていただくこと
で、その後のアレルギー研修でも職員のアレルギ
ー対応への意識が高く、全職員で対応を検討する
ことができました。ありがとうございました。

一つ一つとても丁寧に対応していただいております
。アレルギー除去食は児童本人、教職員の誰が見
ても分かるものになっており、誤食がないよう複数
人で確認することができます。
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小
中

ｾﾝﾀｰ
昨年度末で高山赤十字病院の実施する食物アレルギ
ーホットラインが終了したことに伴い、困っていることや
工夫していることはありますか。

４月３日に行った市内全校対象のオンラインアレルギー
研修について、感想や今後希望される研修内容等につ
いてご意見をお聞かせください。

給食センターのアレルギー対応についてご意見をお聞
かせください。

14 小 清見 アレルギー関係で気になることは学校医の先生に
相談するようにしています。

対応している児童もですが、それまでアレルギーの
対応が無い児童でも症状が出る場合があるので、
そのようなときでも早期に対応できるよう体制を整
えたいと改めて思いました。

毎月の書類、手続きなど丁寧に対応してくださりあ
りがたいと思います。

15 小 本郷 4月3日の市内全校対象オンラインアレルギー研修
後に行った、本校アレルギー研修時に、職員に緊
急時の相談窓口（フリーダイヤル）を周知した。

アレルギー発症時の対応を改めて見直すことがで
きた。市内のアレルギー事案の現状を知ることが
でき、アレルギーを有する子供たちが近年増加して
いることを感じた。新規で発症する場合もあるため
、エピペンの打ち方や救急搬送までの流れなど、
全職員で共通理解をして対応を行っていきたい。

毎月丁寧な対応を行ってくださり、大変ありがたい
。代替食の皿に氏名が入ったラップがかけられて
おり、誤食防止につながっていると思う。

16 小 本郷 工夫していることとして、「健康・医療相談ダイヤル
２４」の電話番号をラミネートして、食物アレルギー
症状チェックシートなどとセットにして、教室に置い
ている。

全教員がアレルギーについて理解を深めることが
できたと思う。
今後、シミュレーションなどを含めたより実践的な
研修が行えるとよいと思う。研修の流れや内容、シ
ミュレーション時の役割分担（子ども役、友人役…）
のビブスなどがセットになった研修キットがあるとう
れしい。

代替食のラベルに料理名が入っていると、よりわ
かりやすいと思う。
⇒確認して改善します。

17 中 一之宮 川尻医師から直接お話を聞く形での研修だったの
で、良かった。

食物アレルギー対応食を作ることで、給食センター
の方の対応が複雑化していると思う。
アレルギーを起こしやすい食材を使用しないことで
、対応を減らしていけると、事故も起こりにくくなると
思う。

18 中 久々野 特にない アレルギーホットラインが終了しても医師から直接「
困った時は電話を」と言われたのは安心感につな
がった。

久々野センターは毎回キチンと丁寧に対応して下
さり、大変ありがたい。

19 中 高山 職員室にその日対応食がある生徒を掲示するよう
にしました。

勉強になりました。ありがとうございました。 迅速かつ丁寧な対応をして頂き、助かっています。
ありがとうございます。
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小
中

ｾﾝﾀｰ
昨年度末で高山赤十字病院の実施する食物アレルギ
ーホットラインが終了したことに伴い、困っていることや
工夫していることはありますか。

４月３日に行った市内全校対象のオンラインアレルギー
研修について、感想や今後希望される研修内容等につ
いてご意見をお聞かせください。

給食センターのアレルギー対応についてご意見をお聞
かせください。

20 中 高山 工夫でもありませんが、職員室にはってある電話
番号や各教室にあるマニュアルセットの電話番号
を直しました。

高山市では位置づけされていて、また、年度初め
に確認することができ、大変良いと思いました。

いつもありがとうございます。
（事故だけ起こらないように・・・と思っていますが、
様式がたくさんあって、私の頭がまだ追いついてい
ないです。）

21 中 高山 ホットライン終了に代わって緊急時フリーダイヤル
を紹介していただけたので、いざというときに心強
いです。各教室に設置している食物アレルギー症
状チェックシートに緊急時フリーダイヤルを記載し
て、いつでも確認できるような工夫をしています。

年度初めに職員全員で研修を受けられる貴重な場
となっています。
アナフィラキシーの症状やエピペンの打ち方、緊急
性の判断基準といった基本的なことは毎回触れて
いただけると、再確認ができると思います。

毎月中旬には翌月のアレルギーの確認ができるよ
う献立等を送っていただけるので、余裕をもって学
校も家庭もアレルギー有無の確認ができています
りありがとうございます。

22 中 高山 教室への掲示や朝担任と確認するなど、未然防止
を確実に行なっています。

エピペンの使い方や対応について、実際の事例と
ともに説明があり分かりやすかったです。同じこと
でも毎年確認していきたいです。エピペンの使用に
ついて口頭ではなく、映像で確認できるとよりわか
りやすいと思いました。またその場で確認する時間
等も設けていただけると嬉しいです。よろしくお願い
します。

『除去か代替か』とシンプルな対応になりとても分
かりやすく、学校での管理も少なくありがたいです
。

23 中 高山 緊急度の高い生徒は弁当持参なので、とくに困っ
てはいないがアレルギー対応研修や、各自が研修
で学んだことを伝達することで職員の危機意識を
高めようと心がけている。

職員全員が周知がで、ヒヤリハットを再認ことがで
き良かった。

個々に対応していただいていてありがたいと思って
います。

24 中 清見 特にありません。 特にありません。
学校ごとに校医や薬剤師の先生方に訪問を依頼し
研修できるので大変ありがたく思っています。

特にありません。

25 中 清見 万が一対応に迷った場合も対応出来るよう、養護
教諭部会で紹介いただいた健康相談ダイヤルを全
体周知した。

全職員への研修というところが担当としてありがた
いです。病態や対応のポイントを全体で押さえてい
ただき、その後に本校の対応や配慮事項を確認で
きるため、とても有効な研修だと感じています。あり
がとうございます。

保護者との面談や、本人の状況把握で、安全かつ
安心できる対応をしていただいています。
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